Dietary Studies of Preschool Children in Japan : Part 3. Food Intake of Preschool Children in A Remote Village in Winter by 岡田, 鈴子 & Okada, Reiko
幼児の食生活に関する研究
第3報　僻村の幼児の冬季における栄養摂取状況
岡田玲子
県立新潟女子短期大学栄養指導研究室
Dietary Studies of Preschool Children in Japan 
Part 3. Food Intake of Preschool Children in A 
Remote Village in Winter
Reiko Okada
Laboratory　of　Nutrition　Education，　Niigata　Wo皿en’s　College
緒 言
　先に私共1）は，幼児の栄養摂取に関する系統的研究の一端として，夏季におげる僻村の幼児の栄
養摂取状況を体位との関連性において検討した。その結果，蛋白質とビタミソ摂取において欠陥が
みられ，ことに動物性蛋白質比と体位（とくに身長）との問に有意の相関が認められ，僻村におけ
る幼児栄養の問題点は蛋白質およびビタミソ栄養にあることがうかがわれた。
　ところで，幼児期では心理的な状態が食生活に影響を及ぼすことが多く，ために偏食，食欲不
振，食事拒否などの摂食異常が起り易いといわれている。それで，幼児の摂食状態は個人により，
また日によつて大ぎく変動すべく，限られた短期間の調査成績では解明しえない問題が多々残され
る。また一方，僻村住民は食糧の大半を自家生産に依存しているため，季節によつてその供給量や
種類にかなりの差違がみられ，したがつて栄養状態も季節的に変動することが予想される。以上の
理由から，詳細にしてより正確な僻村幼児の栄養摂取の実態を把握するために，今回は積雪に閉さ
れた冬季の食生活について，前報1）と同様の調査を行なつた。
　なお，対象部落である新潟県中頸城郡吉川町尾神は，県内でも有数の豪雪地帯に属し，青壮年層
の男子は10月下旬頃より杜氏として他県へ出稼ぎに行き，冬季の約5か月間は老人と婦女子のみ
で，平均1．5mの積雪の中での蟄居生活を余儀なくされている。このような地域性からくる諸々の
生活上の制約が幼児の栄養状態にも影響を及ぼすことが考えられるため，夏季の調査成績とも併せ
て比較検討したので，それらの成績を報告する。
調　査　方　法
（1）　対象部落の社会的環境
第1報に同じ。
（2プ調査対象
1才から2才までの幼児51名，3才から5才までの幼児20名，計25名を対象とした。
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　（3）調査時期および調査期間
　昭和41年12月9日から12月13日までの連続した5日間・
　（4）調査内容および方法
鯛摂取状況姻民栄翻査に耽た個人別秤量斌は嘲査した・これによつて得られ酪
人の摂取栄観を昭秘5年を目途とした年令汚牲別栄翻要量と対比し，飾醐u摂取量につい
ては愛育研究所案の食糧構成によつて比較した。
　なお，体位については身長および体重を測定し，昭和45年度日本人体位の年令別性別目標値と
比較した。
調　査　成　績
　（1）　摂取食品数について
対鰍児の飾飾数を夏季と比軌て乱たの巌1である・撚飾数の季節による変動は
殆んど認められず，また，年令による差も殆んど認められなかつた。摂取食品数は1人1日当り14
～16品で植物性食品に偏しており，なかには動物性食品を調査期間中1品も摂取していない対象が
2名みられ，僻村という地域性からくる制約もさることながら，食事担当者の栄養に対する意識の
低いことが知られた。
表1摂取　食　品　数
（1人1日当り平均値）
調　　査　　時
総　　　　　　　数
動　物　性　食　品
植　物　性　食　品
間　　　　　　食
冬 季
1－・才i・一・才
16．2
2．3
13．9
3．0
15．0
1．8
13．2
3．5
夏 季
1－・才1・一・才
15．0
2．0
13．0
3．0
14．5
2，0
12．5
3．5
対象：1～2才（5名），3～5才（20名）
　（2）　摂取食品の構成
対象幼児の飾醐帳取状況総括したの蔽2である・この表から・9ず飾の総摂取量が季
節によつてかなりの差のあることが知られ，冬季の摂取量は大半の食品において夏季のそれに比べ
て増加していることがうかわれる。なかでも著しく増加した食品は，年少幼児では油脂類，緑黄野
菜および乳類などであり，年長幼児では穀類油脂類，緑黄野菜，果実類および乳類などである。
　ここでとくに注目したいのは，緑黄野菜の摂取の増加で，年少幼児においては実に夏季の15倍，
年長幼児でも同じく7倍に及んでいる。その内容は人参，野沢菜などの摂取によるものであるが，
これらは全家庭で越冬用野菜として長年の食習性から巧みに貯蔵してあり，殆んど毎日のように摂
取していた。しかしながら，その腰量に対する充足率は僅か30～50％とイ邸，依然として摂取
量の少ない食品である。ついで牛乳にっいてみると，部落内の一農家で乳牛を飼育しており，夏季
には近郊の乳工業者に出荷しているが，冬季間は交通途絶によりやむを得ず部落内の希望者に頒布
しているため，先に指摘した動物性食品皆無の対象2名を除き殆んどの対象が飲用していた。ま
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た，豆製品については夏季の場合は殆んど味噌によるものであつたが，冬季は納豆，豆腐，油揚げ
などの加工食品の摂取が多くみられた。なお，納豆は自家製のものであり，豆腐　油揚げ類の利用
は気温の低下によりその保存度が夏季より良好になるためであり，幼児の食糧構成としては望まし
い傾向であつた。果実類については，自家生産の柿が豊富で，年少幼児はいろりで焙るなどして食
し，また，みかん，りんごなどは越冬用として共同購入してあり，殆んどの対象が毎日摂取してい
た。年長幼児にみられる穀類摂取の増加は，冬季は夏季に比して食欲増進の傾向が強いこと，およ
び対象幼児の成長に伴う摂取量の増加にも起因しているものと思われる。
　上記のように，全般的に自家生産される食品の摂i取はふえてはいるが，幼児期の栄養上欠かせな
い動物性食品のうち，魚介，肉，卵類の摂取が夏季に比して少ないことは看過せらるべきではな
い。年少幼児では，魚介，卵類の摂取量は夏季と大差ないが，肉類の摂取が皆無であり，愛育研究
所案の食糧構成と比べると，魚介・肉類は所要量の30％であり，卵類は同じく17％であつた。ま
た年長幼児では，これら動物性食品の摂取は夏季に比してすべて少なくなつており，魚介・肉類は
所要量の61％，卵類は同じく29％であった。これらの動物性食品は，すべて購入しなければなら
ず，積雪によりその入手が困難となつたため，その摂取量が減少したものと考えられる。
表2食品群別摂取量
（摂取量単位　9）
?〜??
???
冬季
夏季
所要量
冬季
夏季
所要量
総量
穀　類
米
623，4
493．2
839．3
674．3
93．5
104．7
130
ユ63．0
ユ25．8
180
???
45．5
65．0
70
60．4
62．0
90
???
27．5
21．7
50
???
28，3
23．9
53．0
50．4
50
51．1
53，3
??
8．8
12．3
??
3，2
1．0
10　10
10．1
13．7
12
4．6
2．4
豆
類
13．5
19，5
（乾燥豆）
　　10
37．6
26．5
　（乾燥豆）15　　20
????? ?? ???
20．9
1．3
，5．。1、。．，
102．656．3
200
38，1
5、5
80
21．2
172．6
136．4
36．1
160
??
0，5
0．2
0．3
1．2
2
??
20，5
20．3
?
類
0
9，1
65
卵
類
8．7
6．3
乳
類
217
49
50　360
31．3
52．0
　　　i
5．9　14．3112．O
8，0　26．9
60 50
37．6
270
（注：所要量は愛育研究所案による）
　　（3）　摂取栄養量の分析　　　　　　　　　　　　　　、
　　摂取栄養量について型の如く算出し，夏季と比較して示したのが表3である。全般的に冬季が夏
季よりも良好であるが，なかでもビタミソA（以下ビタミソはV．と省略す）およびV・Cの摂取
量の増加が顕著であり，ついで脂肪およびカルシウムの摂取量がかなり増加している。これは先に
指摘したように緑黄野菜，果実類，乳類，油脂類の摂取量増加に伴うものである。もつともV，C
給源の一つである貯蔵野菜類については，保存による損失を考える必要があるが，ここではとくに
　考慮しなかつた。
　蛋白質総量は，年少幼児では夏季より少なく，これに反し年長幼児では約16％増加しているが，
動物性蛋白質はいずれも若干減少している。これは魚介，肉，卵類の摂取量の減少に原因している
ことは前述の成績から明白である。
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表3摂　取栄養量
（ゴ入1日当り平均値）
1～2才
3～5才
????
所要量
????
所要量
熱　量
（Cal）
981
1056
1150
1384
1286
1475
蛋白質
糖
26．9
37．2
42．5
44．2
38．2
47．5
讐
10．9
13．3
28．3
10．5
14．2
23．7
脂肪
（9）
20．4
17．2
20
26．5
20．8
25
糖質
（9）
168
186
244
258
??）?? （????
??
335
245
400
297
266
400
5．4
5．9
7．O
7．4
8．3
8．0
ビ　　　タ　　　ミ　　　ン
（1島ゆ
637
317
1000
741
341
1200
???（
O．28
0．27
0．6
440
93　0
0．7
???（
0．41
0．35
O．6
O．44
0．42
0．7
?）??（
37，0
18．2
30
5L5
27．7
40
（D
h．u，）
??
400
??（?
400
　　注・ll鵬灘鎌鵬憲欝1鱒響謝讐編す．
　なお，VJ）’については，対象部落が日照時間の少ない豪雪地帯であることから，その摂取量に関
心が持た泌ので検討したものである．摂騒は年少幼児が年長幼児よ賠移し’カミ，いずれも冬
季の摂取量は夏季のそれより少なかつた。これ緻物性飾の撚砂ないことに起因しているも
のと思われる◎
　つぎに，対象幼児の栄養摂取状況を昭和45年を目途とした年令別性別栄養所要量と対比して，
その充足率をみると，表4に示す成績が得られた・すなわち・脂肪とV・Cが100％を凌駕してお
り，9・％を翫るのは熱量と鉄であり，蛋白質瓢びカ・レシウムが8°％前後・V・A・V・B・および
V．B2は60％前後であつた。動物性蛋白質ez　45・7％と夏季より10％程低く，また・VDの如き
雌か13％であつた。冬季の充足率を夏季のそれと，比べると動物性蛋韻，鉄およびV・Dにお
いて低率であつた．しかし，その他の栄蘇においては9～7・％の増加カミ認められた・このうち統
計学的に有意差（α＝O．05）の認められたのはVAおよびV・Cの二つであつた・
以上の成績は，平均働こついての数値であるカミ・対鰍児25名について各栄翻こおける変異
係数を求めると，夏季と同様その値の大きいことがわかる。とくに・V・D・脂肪およびV・B1の変
異係数猷でありこの報は対象幼児らの栄養摂取に関し個人差の大きいことを示唆するものであ
るo
しかしながら灘量摂恥こついて々ま変異係数碩季の1／2となり，したがつてその摂取上の個人
差が小さくなり，しかも夏季の撚比率砒べ15・4％優位にあることは注目に値する・かかる事
実をもたらし漂因は多数あろうカミ，その最たるもの1爆冷に対応するための生理的腰求拷え
られる。
つぎに，対象幼児の樋1kg当りの摂取栄難繍量，蛋白質・脂肪および獺について算出
し，これらと履との関係を求め硬季の場合と比帆たところ・表5の蘇が得られた・この表
から，各年令別には若干の季節的変動がみられるが，平均値で検討すると，すべての栄養素におい
て冬季の摂取量腹季のそれより増加していること蜘られる・しかも・獺を除いて他の栄蘇
の変異係数腰季の場合より低いことから，夏季砒べて体重1kg当りの撚栄憩こおいても
個人差カミ小さくなつていることカミ認められる。また，魎との関係をみると・冬季においては纈
を除き他の3栄養素との間には負の鞭カミ得られた・なお，対象幼児の冬季の摂取栄養量をわが国
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表4摂取栄養量の昭和45年を目途とした年令別性別所要量に対する比率
調　　査　　時
栄養素別
項　　目
?????
?????
?
物　性　蛋　白
ノレ
??
??
????
?? ?．??
?????
??
冬 季
鴨値（％）隊準偏劃変異騰
91．4
84，7
45．7
104．7
77．8
92．0
61．6＊
58．8
64．2
124．2＊
13．0
18，4
30．6
25．9
68．1
31．1
35．6
34．8
35．3
22．1
39．1
35．2
20．1
36．1
56．6
65．0
39．9
38．7
56．5
60．0
34．4
31．5
67．9
夏 季
平均値（刎灘偏劃変異騰
76．0
74．5
55．4
84．4
69．0
97．3
28．0
45．1
54．6
54．5
ユ6．2
31．4
31．8
43．1
37．8
21．5
39．2
15．4
21。1
20．7
37．4
61．8
41。4
42．5
77．8
’44．8
31。1
43．5
55．3
46，8
37．8
67．0
95．2
（＊印は夏季の摂取比率との間に有意差あり）
表5体重1kg当り摂取栄養量および体重との関係
逮時年令別
熱　　　量
（Cal／kg）
冬　　季
夏　　季
1～2才
83．9
86．5
3才
82．7
81．3
4才
80．6
80，8
5才
91。2
82．9
平均年令4．0才
平均値瞬嗣変異係数
85．7
82．9
18．5
20．2
21．5
24．9
体重との
相　　関
蛋　白　質
（9／kg）
???
（9／kg）
肪
糖　　　質
　（9／kg）
0．146
0．056
所要量い・4・・1 94．6
冬　　季
夏　　季
2．35
2．28
2．67
2．97
2，17
2．12
3．26
2．24
2．68
2．51
0．90
1．03
33．5
41．0
O，041
0．238
腰則・・95i 3．65 1
冬　　季
夏　　季
2．20
O．96
2．20
1．51
1．56
1．00
1．75
1．37
1．98
1．24
0．94
0．65
47．4
52．1
0，531
0，003
蕨測1…i 1．55 ｝一
冬　　季
夏　　季
14．45
16，48
15．32
13．98
14．70
14．07
16．42
15．60
15．57
15．03
3．6
3．1
23，1
20．6
0．545
0，473
（注：所要量は男女の平均値である）
の栄養所要量（昭和34年，科学技術庁資源調査会）と比較すると，熱量はかなり不足しており，
蛋白質においては1～2才児の不足が顕著であり，3～4才児も所要量に満たないが，5才児で僅か
にそれを越えていた。脂肪摂取は各年令とも所要量を凌駕しており，夏季のそれが所要量以下とい
う実態に比べて対照的であつた。
　（4）　蛋白質栄養の検討
　幼児期の発育にとつて不可欠な栄養素である蛋白質については，とくに質的な面からも検討され
なければならない。それで，摂取総蛋白質のうち動物性蛋白質の占める比率（以後動物性蛋白質
比），ならびに蛋白価を求め夏季の場合と比較したところ，表6の結果を得た。すなわち，動物性
蛋白質比は，年少幼児では40．5％で，夏季より若干良好であるが，1～2才児に望ましいとされる
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2／3値2）には及ぼず，また年長幼児では23．O％で夏季より低く，3～5才児に望ましいとされる
1／2値2）の僅か50％以下であつた。しかも，その変異係数は年少幼児において小さく，したがつ
て年長幼児に比べてこの年令児の個人差が小さくなっている。この理由は，年少幼児の場合全対象
が牛乳を飲用しているためである。
　つぎに，蛋白価についてみるに，年少幼児では76．5で夏季より僅かに良好となつたが，これに
反し年長幼児では74・5と夏季よりやや低く，またag－一一制限アミノ酸は両者共に含硫アミノ酸であ
つた。ここで注目されるのは，蛋白価の個人差が動物性蛋白質比のそれと比較して著しく小さいこ
とである。なお，動物性蛋白質比と蛋白価との間には有意の相関が認められたが，これは既に長沢
ら3）が報告したとおりである。以上の調査成績から明らかなように，蛋白質栄養の質的低下は，
僻村幼児の栄養指導上留意すべき問題といえよう。
表6年令別に算出せる動物性蛋白質比と蛋白価
項 目樋査時睡令別1平均側標鞠差鴎係数降白価との相関
動物性蛋白質比
蛋
? ?
冬　　季
夏　　季
冬　　季
夏　　季
1～2才
3～5才
1～2才
3～5才
1～2才
3～5才
1～2才
3～5才
40．5
23．○
35．7
29．4
76．5
74．5
75．7
76．4
8。7
11．7
11．4
21．1
8．7
7．6
5．2
7．1
21．4
50．8
31．9
71．7
11．4
10．3
7．2
9．9
0．658
0．671
0．565
0。415
????ァ、、、?????
酸??、ア硫含
含硫アミノ酸
含硫アミノ酸
表7動物性蛋白質比と体位との関係
冬
夏
季
季
平均値　（％）
27．1
30，3
標準偏差
13．0
19．3
変異係数
46．9
63．8
体位指数との相関
身 長i体 重
0．598
○．826
0．309
0．490
　ちなみに，表7は動物性蛋白質比と体位との関係を示したものである。表中の体位指数とは対象
幼児の身長および体重の計測値を昭和45年度目本人体位の年令別，性別目標値で除した数値であ
る。この表から冬季の相関係数は夏季のそれより若干低値であることが知られ，また，身長との相
関が体重とのそれよりも高く，この点に関しては夏季の調査成績と一致した。
　（5）　幼児栄養の実態の総体的評価
　栄養効率の上から，幼児の場合は，ことに，毎回食とも各栄養素のバラソスが完全に保たれてい
ることが望ましい。そこで，幼児の栄養状態を個々の栄養素別でなく，総体的に評価することは栄
養判定上意義あることと考え，前報1）と同様に各栄養素の所要量に対する比率を熱量からV．Cま
での10項目について合計し，その平均値を求めて総体的摂取栄養比率とした。ここで，V・Dにっ
いては，日光浴などにより体内のプロビタミソDのV．Dへの変換があるので，他の栄養素と同
列に評価することは適当ではないと考え除外した。表8は総体的摂取栄養比率ならびにそれと体位
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との関係を求め，さらに夏季におけるそれらの成績を示したものであるが，冬季においては80・5％
であり，夏季に比べて統計学上有意（α＝0．05）に増加しており，その個人差は夏季と大差がなか
つた。要するに，対象幼児の冬季の栄養状態はV．Dや蛋白質摂取において幾分見劣りはしたが，
その他の栄養素についてはかなり向上していることが総体的摂取栄養比率からもうかがわれた。な
お，この幼児栄養の総体的評価と発育との関係についての研究は余りなされておらず，武藤ら4）が
都市の幼児にっいて行なった研究では，両者の間の相関が低いことを報告している。著者の検討に
よつても，表8に示す如く，両者の間に一定の関係を見い出すことはできなかつた。
表8　総体的摂取栄養比率と体位との関係
?? 季
季
平均値　（％）
80．5＊
62，8
標準偏差
26，6
22，3
変異係数
33．O
35．4
体位指数との相関
身 長1体 重
0．071
0．094
Q．035
0．040
（注：＊印は夏季の比率との間に有意差あり）
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　著者が調査した一僻村の幼児の冬季における栄養摂取状況は，夏季のそれと比較するに，動物性
蛋白質，鉄およびV．Dを除き他の栄養素においてはそれぞれ9～70％の増加が認められた。とく
に，統計学上有意に増加している栄養素の中にV．AおよびV．Cが含まれており，しかも，　V・C
においては調理による損失を考慮してもなお所要量を上回つていたことは，生鮮食料品の不足しが
ちな僻村の食糧事情からは予測しがたいことであつた。したがつて，昭和45年度目標値に対する
充足率も高まり，総体的な摂取栄養比率は80．5％であり，夏季の62．8％に比べて有意に上昇し
た。また，脂肪の充足率は104．7％，熱量のそれは91．4％と夏季よりもそれぞれ20．3％～15．4％
の増加がみられたことは，寒冷な自然的環境に順応するための生物学的適応能力の発現と解されな
いであろうか。これら冬季における摂取栄養量増加の現象は，食品群別摂取量の上で緑黄野葉，果
実類，油脂類，穀類，乳類などの増加に伴うものである。その要因としては次の三点が考察されよ
う。すなわち，豪雪地帯のため長年の生活経験から越冬用の食糧（とくに野菜類および果実類）を
確保し巧みに貯蔵していること，一方，屋内での冬ごもりの生活のため主婦の家事労働に費す時間
が増えて，食事作りに夏季よりは専念できること，また，対象幼児の食欲が夏季よりは増進してい
ることなどである。
　しかしながら，魚介，肉および卵類など幼児期の栄養にとつて不可欠である動物性蛋白食品の摂
取が夏季の場合より少なく，なかには動物性食品を5日間の調査期間中全く摂取していない対象が
2名存した。その結果，動物性蛋白質比ならびに蛋白価は夏季より低率となり，さらに加えて蛋白
質栄養に関してかなりの個人差がみられ，結局摂取蛋白質の量的な面もさることながら質的にも依
然として低水準にあることが確認された。すなわち，動物性蛋白質比は年少幼児では40．5％，年長
幼児では23．0％で，その平均値は27．1％であり，日本小児保健部会決定による標準値2）（1～2才
児の2／3値，3～5才児の1／2値）には遠く及ばなかつた。ところで僻村の学童を対象とせる動物性
蛋白質比について諸家の調査成績を参照するに，小石ら5）の37．O％，瀬之口6）の34．1％～44・8％，
徳島大学医学部栄養学科1期生による7）徳島山村の21・3％～33・1％などがあり，これらの成績に
比べて著者の調査した尾神部落の対象幼児の動物性蛋白質比は更に低位であつた。なお，僻村の成
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人を対象とせるその調査成績では，三石8）らの24．7％～27．1％，岡本ら9）の25．6％，および吉岡
ユo）らの20・0％～27．7％となつており，著者の調査成績はこれらの報告とようやく近似した。ま
た，蛋白価については年少幼児は76．5，年長幼児は74．5で（第一制限アミノ酸は夏季と同じく含
硫アミノ酸），昭和40年になされた国民栄養調査の成績とほぼ同じであつた。
　以上の調査結果から，山間の僻村では，まだまだ蛋白質栄養に関しては量的にも質的にも改善の
余地が多分た残されていることが明瞭である。近年，わが国民の蛋白質栄養は年々向上し，とくに
動物性蛋白質の摂取が増加し，肉類や乳製品の消費が増加の途上にある。しかし，山間僻村では必
ずしもそうではない現状にあることを認識すべきであろう。
　今回の調査において，V．AおよびV．Cの摂取率の顕著な増加がみられたとはいえ，なおV・A
は所要量の60％に留まり，V、B1およびV．B2も同じく60％前後，さらにVDに至つては13％
と著しく低く，ただV．Cのみが所要量を上回つているが，これもV．C給源の一つである越冬野
菜の保存による損耗を考慮するならば，実際の摂取量はかなり割引く必要がある。さらに，ビタミ
ソ類の摂取上の個人差を変異係数でみるとき，夏季ほど大ぎくないにしても熱量摂取におけるより
遙かに大きいことなどから，依然として，僻村における幼児栄養の問題点は前記の蛋白質およびビ
タミソ栄養の二つにあることが確認された。
　最近，わが国においては僻村における栄養問題がようやくとりあげられ，多くの研究者によりそ
の食生活の実態の把握とこれの問題点の探索がなされている。これらの報告を概括するに，いずれ
も脂肪，動物性蛋白質，カルシゥム，V．A，　V．B1およびV．B2など発育を促進する栄養素の摂取が
少ないとされ，とくに，小柳ら11），中川ら12）および磯部ら13）は発育期小児の動物性蛋白質の摂
取が少ないことを強調し，また井上14）は蛋白質摂取における都市と僻村との間の格差を指摘して
いる。さらに，これらの地域の栄養状態が発育期の小児の体位ならびに体力の低位を招いていると
いう報告も多く，中川ら15）および長嶺16）は，とくに発育に影響する重要な因子として摂取蛋白
質の多寡をあげている。ごく最近，白井ら17）は農山村における児童生徒の幅厚育や筋力その他の
機能が一般に劣つているのは，彼らの肉体的運動の質的および量的な低減にもよると考えられる
が，むしろ戦後これら地域の食生活内容が運動の質および量の低下を招来し，鍛錬効果をあげえな
いまでに変化してきたことが大きいと論じ，また太田ら18）は学校給食が山間僻村の児童の体質改
善におよぼす影響について追究したところ，身長，下肢長など発育面に与える影響は些少にすぎ
ず，これに反し機能面の発達，ことに筋力（握力，背筋力），敏捷性におよぼす効果が顕i著であつ
たと述べており，いずれも僻村学童にみられる体位および体力の低下は貧弱な食生活に原因するこ
とを示唆している。今回の調査では，対象幼児の体力と栄養状態との関係については検討を加えな
かつたが，この点に関しては今後の研究に侯ちたいo
　なお，僻村住民の栄養摂取に関する季節的変動にっいて，大野ら19）は冬季（12月，愛知県北設
楽地区）は夏季に比べて熱量，動物性蛋白質，カルシウムおよびV．Cの摂取量が昭和45年度目標
値を上回り，これは，猪・兎肉，大豆，冬野菜，みかんなどの摂取の故であるとし，熱量とV・C
の摂取量増加については著者の調査結果とほぼ一致をみた。また，湧井ら20）も豪雪地帯僻村にお
いては山どり，野兎などが重要蛋白源であることを述べており，出稼ぎのない地区ではこのように
狩猟により，積雪期の僻村に共通的な動物性食品の入手難に対処していることが知られ興味深い。
　以上の如く，著者が調査した対象幼児の栄養学上の問題蒔は，僻村全般にひとしく認められるも
のと理解してよさそうである。今日，農村社会の変貌は激しく，地域別世帯別における食糧の購入
消費割含の格差がきわめて大きくなって21）22）23～いることから，同じ豪雪地帯の農村にあってもそ
の社会的経済的事晴を異にする他地域においては，また異なつた食構造が観察されるであろう。そ
れで今後はこれら他地域における世帯の栄養摂取状況と幼児のそれとの関係についてさらに調査を
進め，幼児栄養の実態をより詳細に把握すると共に，これらの資料をもとにして幼児期の栄養指導
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のあり方を考究したい。
総
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　僻村の幼児の冬季における栄養摂取状況を把握するために，対象幼児25名について12月中旬の
連続した5日間の食餌摂取状況を調査し，前報1）の夏季における調査成績と比較した。その結果は
次のように要約される。
　（1）　摂取食品数は夏季・冬季を通じて殆んど変動はみられなかつたが，食品群別摂取量におい
て冬季は穀類，油脂類，緑黄野菜，果実類および乳類などの摂取が増加した。
　（2）　栄養素別では，動物性蛋白質，鉄およびVJ）を除く他の栄養素の摂取が増加した。しか
し，増加はしたものの決して満足すべき栄養状態ではなかつた。すなわち，昭和45年度目標値に
比較すると，各栄養素の摂取比率は，脂肪とV．Cのみが100％を凌駕しており，熱量および鉄が
90％o，蛋白質およびカルシウムが80％前後，V．A，　V．B1およびV．B2が60％前後であり，動物性
蛋白質は僅かに45．7％，V．Dの如きは13．O％と極めて低率であつた。
　（3）総体的摂取栄養比率は80　．　5％とかなり向上し，夏季の62．8％に比べて有意差が認められ
た。
　（4）栄養摂取上の個人差は若干縮少し，とくに熱量摂取のそれは最小で夏季の1／2であつた。
　（5）摂取蛋白質の動物性蛋白質比は27．1％で，夏季の30．3％に比べて若干低く，また蛋白価
は74・5～76・5で，夏季に比べて年少幼児は僅かに良好となつたが，年長幼児はやや低値であつた。
なお，第一制限アミノ酸は夏季と同様含硫アミノ酸であり，動物性蛋白質比と蛋白価との間には有
意の相関関係が認められた。
　（6）総体的摂取栄養比率と体位の間には一定の関係を見出すことはできなかった。また，動物
性蛋白質比と身長との間には有意な正の相関が認められたが，その値は夏季よりやや低い。
終りに臨み，本研究に際して終始御懇切な御指導と，御校閲を賜りました本学の塚原叡教授に厚く御礼申
し上げます。また，調査対象の家庭の方々の御協力を深く感謝いたします。
?
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